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理論を記述することができない。これらの場の理論以前に Polyakov は Onshell の散乱振幅を計算する
統一的な手法を与えていたが， Giddings , Martinec, Witten により先ずPolyakov と Witten の理論が，
次いでGiddings ， W olpert , D'Hoker により Polyakov と light-coneゲージの理論が同一の散乱振幅を
与えることが証明された。
本論文では前者の証明で，具体的には示されなかった部分に対して十分初等的な証明を与える。即ち，




的に構成して，その Symplectic なモデュラー不変性を証明する。 Mandelstam mapping は Mandelstam



















議論されたのは最近のことである。まず、Giddings ， Martinec, Witten は Polyakov と Witten の理論が，
また Giddings ， Wolpert , D'Hoker は Polyakov と Light-coneゲージの方法が互いに同等であることの
証明の概略を与えた。小倉君は本論文で， (1) Polyakov と Witten の同等性の証明を，上記の論文で
は具体的に示されていなかった部分，特に各弦の Feynman図の重みを，図の統計因子と写像類群の位
数の関係を示して，任意の摂動次数において明快な形であたえた。 (2) Polyakov と Light-cone の同
等性に関しては， Mandelstam写像を一般のリーマン面上で具体的に与えて，そのモジュラー不変性を
しめした。 (3) Light-coneゲージにおける散乱振幅が双対模型の散乱振幅に一致することを， Mandｭ
elstamが特定の極限を取って示していたものを，一般の形を保ちながら Tree と One-loop のばあいに
直接示した。
これらの寄与は，今まで論じられてきた諸理論の同等性の証明を補完しただけではなく，いろいろな
具体的表現を明示することによって，弦理論の理解に大きく役立つものである。
以上の諸点を考え，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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